【タイトル】「学級という障壁　－自閉者森口奈緒美の手記を手がかりとして－」

【報告者】高森（こうもり）　明

　そんな当時の私の夢は「学校で勉強ができる世の中」を作ること、もっと理想を言うならば、学歴社会のない、「学校に行かなくても勉強ができる世の中」を作ることだった。

（森口　奈緒美）

（1） 目的

　インペアメント（心身の機能損傷，不全）があるとされる子どもたちの教育保障に関する議論をする時、私たちはどのような立場であれ、「普通学級」「特別支援学級」など学校あるいは学級制度に基づく教育保障を自明の前提としがちである。

　しかし、子どもたちによっては、学級、あるいは学校そのものが教育保障の最大の障壁となっているとすればどうだろうか。私たちはどのような学級が望ましいのかではなく、どのような学級であれ、学級の何がその子どもたちを生きにくくしているのかという問題の解明に向かわなければならないだろう。

　本報告では、上記のような問題意識から、普通学級に在籍した目に見えにくい障害者（グレーゾーンの障害者）の事例を考察し、学級という空間，集団，制度が持つ障壁としての側面を明らかにすることを目指した。

（2） 方法

　自閉者である森口奈緒美が小中学校での体験を綴った『変光星　－ある自閉症者の少女期に見えていた世界－』（１９９６年　飛鳥新社。以下、本文では『変光星』と略す）
を事例に、教育社会学的な観点から学級の障壁としての側面について検討を行った。森口が経験したのは、１９６０年代後半から７０年代の普通学級である。特に学級の何が森口の学校生活を過酷なものにしていたのかに焦点を当て、考察を行った。

（3） 結果

　一口に教育保障と言っても、教育に何を求めているのかは人によって異なる。まずは、森口が学校教育に対して何を求めていたのかを明らかにする必要がある。

　私は、勉強のできる「学校」に入れたことがとても嬉しかった。それまでは「遊び」とはいっても、自分の嫌いな「集団生活」ばかりをやらされていたからだ。

　上記の発言からも分かるように、集団に放り込まれることが極めて苦痛だった森口が学校教育に求めたことは「集団所属保障（他の子どもと一緒に過ごしたい）」ではなく、「教科学習保障（勉強をしたい）」であった
。しかし、小学校時代を振り返った森口の以下の発言が、彼女の経験した学校教育が希望からは程遠いものであったことを物語っている。

　学校とは勉強をするところだとは言われるが、私には、小学校では勉強していたというような記憶はほとんどない。学校で覚えていることといえば、ほとんど、友達同士のいざこざだとか、朝礼で長い間立っていなければならないことだとか、掃除の時間だとか、体育の時間の拷問みたいな集団訓練のようなことばかりだった。
　加えて、ここの学校の授業時間といえるのも、答え合わせだったり、質問に対して手を挙げっぱなしで当てられるのを待っていたり、「さて、次は〇〇〇に行きましょうね」といった類の掛け声ばかりで、いわゆる勉強めいたことを学んでいたことは、ほとんど心当たりがないのだ。

　『変光星』には小学校から中学校までのいじめ及び苦痛な集団生活のエピソードが数多く綴られている。現在も続く学級集団に基づく教育保障は森口の希望を叶えるものではなかったのである。特に学級における①集団行動への強迫的な圧力と②繰り返されるいじめが森口の学級における過酷な状況を生み出していたことが明らかになった。

（4） 考察

　以下、①集団行動②いじめという2つの観点から、学級の障壁的側面を考察していく。
①集団行動

　１９７０年代における日本の普通学級は１人の教員が教壇に立って、劇場型授業を繰り広げることにより、３０～４０人の生徒を一斉指導を行うという場合がほとんどであった。現在でこそ補助教員が配置されるケースもあるが、授業のスタイルが根本的に変化した訳ではない。劇場型授業に基づく一斉指導においては、教育カリキュラムに明記されていなくても、生徒が集団の秩序を維持できるように行動すること、教員の指示に従って一斉に行動することが暗に求められる。言わば「隠れたカリキュラム」
の一種なのだが、森口が経験した学校教育においては、特に集団秩序を維持するための「隠れたカリキュラム」が強い支配力を持っていた（朝礼で苦痛であっても最後まで立ったまま話を聞く、体育の授業で一斉行動をする、授業中に先生が指名するまで発言を控えるなど）。

　森口にとって集団秩序を維持するための「隠れたカリキュラム」は自らが勉強をすることを妨げる障壁でしかなかった。それは森口の以下の抗議からも明らかである。

　学校とは学問をする場所なのだと思っていた。しかし私は、学級に溶け込む努力にすべてを注いでしまったために、勉学をするための余力はもう残っていなかった。目先の思案に明け暮れるあまり、授業の意味も最早理解することはなかった。（中略）自分の能力の限界に挑戦し続けるのは大切なことなのはわかっているが、学校とは「勉強」のための機関ではなかったのか。それともチームワークの訓練のための場所なのか。何故「勉強」　に専念させてくれなかったのか。学校とは本来「学び」の場であるはずではなかったのか。

　森口の問題提起を「学校とは確かに勉強もするが、本来は集団生活を学ぶ場なのだ」と切り返すことは可能である。しかし、「隠れたカリキュラム」とは、学校が生徒に対して指導することを明言した訳でも、生徒の側が指導されることを望んだ訳でもない「合意なき指導」であることを忘れてはならない。

②いじめ

　青い芝の会の理論的指導者であった故横塚晃一は、自らが鶏を飼育した経験を照らし合わせて、社会の中に障害者が作り出されるプロセスを以下のように説明している。

　それは例えば十羽の鶏を一つの囲いの中で飼っていたとする。すると必ずそのうちの一羽が、他の皆に、よってたかっていじめられるのである。（中略）もし、仮に利益を生まないからといって、また皆にこづかれるのがかわいそうだからという理由で、その一羽をその群から切り離した場合、残りの九羽の中から必ずまた一羽がのけものとしての任務を負わされるのである。

　閉ざされた鶏小屋のような空間の中で障害鶏が次々に作り出されていくという現象を故横塚は社会全体の縮図と見ているようだが、報告者はそれを人間社会の中でも特に学級のように閉ざされた空間の中で普遍的に起こる現象と見ている。

　いじめ学の提唱者である内藤朝雄はいじめが発生しやすい空間の特徴として、

①人間関係を入れ替えにくい状況

②あらかじめ「仲良くする相手」が決められていて、自由に選べない状況

③「広い社会のルール」ではなく「自分たちだけのオキテ」「悪いノリ」が認められてしまう状況

④仲が悪くなったり、こじれていても、その場を離れられず、「仲良くしろ」と言われる状況があること

を挙げている
。そして、小学校から高校段階までの多くの学級空間は①～④の要件を全て満たしている空間である。当然、学級においていじめの標的（＝障害鶏）は常に作り出されることになり、普通学級に在籍する目に見えないインペアメントを持つ子どもたちが、標的（＝障害鶏）の任務を負わされる可能性も高くなることが考えられる。

（５）まとめ
　学級は教育保障の場であるとともに、強制参加型の施設としての側面を持っている
。教育社会学者柳治男は義務教育段階の学校教育サービスは事前制御（サービス提供者側によって、サービスの内容が事前に決定され、大量提供され、消費者側の好みには原則として応じない仕組み）されており、生徒の側が①誰から②誰と一緒に③何を④どのような方法で⑤どのような順序で学ぶのかについて決定する権利は事実上剥奪されている、としている
。森口の事例で言えば、学級での生きにくさを作り出されていたのは②と⑤であった。森口は誰かと一緒に学ぶことを望んでいた訳でもなく、一斉指導を受けたかった訳でもなかったことを忘れてはならない。

　森口事例の検討と考察を通じて、学級自体が教育保障の障壁となりうることが明らかにされた。この問題を自閉者特有の問題に矮小化することはできない。考察で述べたように、彼女の学級における生きにくさには学級制度に基づく教育保障が抱える根源的な問題が含まれているからである。

　冒頭に挙げたように、森口は自らにとって最も理想的な社会は「学校がなくても勉強ができる世の中」と語っていた。「学級（学校）なき学習保障」と言い換えてもよいだろう。森口自身は具体的な構想を語っていないが、報告者はいじめ学の内藤朝雄が提唱する①学級制度の廃止②利用する教育機関の自由な選択③子どもが教育機関を利用するための政府による無料バウチャーの配布④子どもが市民権を得るための国家試験の義務づけという教育構想が、森口が望む教育に最も近い構想なのではないかと考える
。

　報告者自身は学校及び学級制度が完全に廃止されることが全ての子どもにとって望ましいと考えている訳ではない。しかし、学校に通って学ぶことも、学校に行かずに学ぶこともできるための構想とその具現化は不可欠であると考えている。
� P254，森口　奈緒美『変光星　ある自閉症者の少女期の回想』，飛鳥新社，１９９６年　


� 飛鳥新社版は現在絶版となっているが、２００４年に『変光星　－自閉の少女に見えていた世界』（花風社）というタイトルで再刊されている。本稿では、飛鳥新社本を底本として検討を行った。


� 学級における生きにくさが『変光星』の主題であることは明らかであるが、出版された当時はドナ・ウィリアムズ『自閉症だったわたしへ』（邦訳は河野万里子訳，１９９３年，新潮社）が商業的な成功を収めていた時期であり、『変光星』も自閉者の特異な感覚および体験世界を明らかにする書として読まれがちであった。『変光星』を学級という問題を明らかにした書として取り上げているのは現時点でも、竹中　均『自閉症の社会学　－もう一つのコミュニケーション論』（２００８年，世界思想社）のみである。


� P51，森口　奈緒美『変光星　ある自閉症者の少女期の回想』，飛鳥新社，１９９６年


� 森口が学級への参加保障を求めていた訳ではないことは、以下の発言からも明らかである。


　


　「学ぶ」ことは、本来は孤独な行為である。（中略）いっそのこと、独学ができない人が学校に行く、というふうに、法律を変えて、選択できるようにしてみてはどうだろうか？（P291，『変光星　ある自閉症者の少女期の回想』）





� P114，森口　奈緒美『変光星　ある自閉症者の少女期の回想』），飛鳥新社，１９９６年


� 苅谷　剛彦『学校って何だろう　教育の社会学入門』（１９９８年講談社）によれば、隠れたカリキュラムとは、学校のカリキュラムにおいてそれ自体がはっきりと教えるべきこととして意識されている訳でも、述べられている訳でもないのに、授業中知らず知らずに教えられている知識やルールのこと、とされる。苅谷によれば、隠れたカリキュラムには①学校（集団）生活をスムーズにするために入り込んでくるタイプ（集団の行動とルール，授業中のコミュニケーションの仕方など）②学校以外の場所でも何気なく使われている区別（男女，年齢，日本と外国など）が入り込んでくるタイプの2つがあるとされる。森口が『変光星』の中で繰り返し問題化しているのは、①のタイプの隠れたカリキュラムである。


� P253, 森口　奈緒美『変光星　ある自閉症者の少女期の回想』，飛鳥新社，１９９６年


� P144，横塚晃一『母よ！殺すな』，２００７年，生活書院再刊


� P34，内藤朝雄・荻上　チキ『いじめの直し方』２０１０年　朝日新聞出版。内藤朝雄のいじめ理論についてより詳しく知りたい場合は内藤　朝雄『いじめの社会理論　その生態学的秩序の生成と解体』，２００１年，柏書房を参照のこと。


� ミシェル・フーコー『監獄の誕生』，邦訳は１９７７年、新潮社。


� 柳治男『<学級>の歴史学　自明視された空間を疑う』，２００６年，講談社選書メチエ。


� 内藤　朝雄『いじめの社会理論　その生態学的秩序の生成と解体』，２００１年，柏書房





